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■ 課題解決支援サービスの充実と利用

昨今の図書館は大きく様変わりしている。かつて図書館は本を並べて利用者を待つという姿
勢であったが、現在は、いかに動的に働きかけて利用の拡大を図るかということが問われるよ
うになつた。一般読書だけでなく、「調査や仕事に役立つ情報を提供 してくれる」、「問題解
決をしてくれる」、 「情報や資料の検索・相談にのってくれる」という図書館である。図書館
は利用されなければ意味がない。受動から能動への大きな転換である。
その一つとして、県立図書館では、「課題解決支援サービス」を重点課題 として、コーナー

の設置やレファレンス・サービスを実施 している。これは、平成 14年から取 り組みを始めた
ビジネス支援サービスや地域活性化コーナーのさらなる拡大である。これまで地域情報や起業
関係資料を整備 し、レファレンス・サービスやビジネスセ ミナーを大幅に取 り入れた支援サー
ビスを行つてきた。それをさらに拡大して、広く県民の声を吸収しながら、県内外の諸処の課
題解決に関する資料の一括整備や情報提供のコーナーを設置するという試みである。県民のか
かえている問題、県内で解決すべき当面の課題、地域興 しのための課題の掘 り起こしやその覚
醒にもつながるものである。これは当然、密度の濃いレファレンス・サービスの提供を伴 う。
大いにレファレンス・サービスを活用 したいものである。

県立図書館は、各市町村図書館と緊密に連携をしているので、とにかく直接、間接に図書館
に親 しみ、相談するなりして大いに図書館を利用しよう。

県立図書館協議会会長 森田 薄



ブ ッ ク カ フ ェ F O R子 育 て パ パ &マ マ

県子ども読書支援センターでは、子どもの読書
の振興と子育て支援のため、 「ブックカフェFO
R子育てパパ&ママJ事業を次のように開催 しま
した。

第 1回 テーマ『みず』  8月 22日
第 2回 テーマ『 のりもの』 9月  5日
第 3回 テーマ『 どうぶつ』 9月 19日
絵本の紹介、読み聞かせ、ビアノ演奏、カフェ

タイムをはさみ、テーマにあわせた子どもたち向
けのゲームも行われました。
参加 した親子からは、 「紹介された本の続きが

知 りたいので借 りていきます」 「3回 中、 2回に
参加 しました。また参加 したいです」という感想
をいただきました。参加人数の合計は 79人 と盛
況な会となりました。

ブ ッ ク コ ン シ ェ ル ジ ュ

県子ども読書支援センターでは、幼児や小

学生の読書振興及び若年層の読書ボランティ
アの推進を図るため、平成 22年度から「ヤ
ングブック・コンシェルジュ」事業を開始し

ました。
現在、聖園学園短期大学を中心とした 26

名の学生がブックコンシェルジュとして登録
し、研修を受けた後、 「えほんのへやJでの

読書サポー ト、子どt)読書イベン ト等に参加
しています。
8月 には延べ45名 が活動 し、子どもたち

と一緒に絵本を探 したり、絵本の読み聞かせ

や紹介をしたり、図書の整備をしたりと大活
躍です。



校 図 書 館 研 修 会

8月 11日 、県内の高等学校、特別支援学校
の図書館関係職員と図書委員会の生徒 28名が
参加 しました。

初めに、秋田北高等学校、湯沢北高等学校の
生徒による図書委員会活動の紹介があり、次に
職員と生徒に分かれての情報交換を行いました。

生徒の情報交換では、各校の委員会活動にお
ける悩みが出され、それに対する協議をし、他
校の様子を知ることができました。

職員の情報交換では、図書の購入方法や提供
の仕方について活発な討議がなされました。

お 金 に つ い て 考 え る 講 座

秋田県金融広報委員会との共催で 「お金について考える講座」を今年
度より実施 しています。県民がお金の トラブルに陥らないために賢い金
銭感覚を持つことがねらいです。

第 1回は 10月 3日 に開催され、 15名 の参加がありました。講師の
菅 美千世さん (秋 田県金融広報委員会金融広報ア ドバイザー)からは、
長年の消費生活相談員としての経験から得た悪質商法の具体的事例や、
詐欺等の被害にあった時の対応策について説明があり、財産と暮らしを
守るための知識を得られる有意義な講座となりました。

第 2回は 10月 24日 (日 )に開催予定で、内容は次のとお りです。
・誰でもキャッシングできる ?
・金利 とは何か
。借金 しない生活を目指すには

※ 問い合わせ、申し込みは県立図書館まで電話によりお願い します。
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■県立図書館・県公文書館休館のお知らせ

特別整理期間   12月  1日 (水 )～ 12月  8日 (水 )

設備改修工事期間 12月  9日 (木 )～ 12月 14日 (火 )

年末年始期間   12月 28日 (火 )～  1月  3日 (月 )

○

○

○

※ 期間中は利用者の皆様に、大変ご迷惑をおかけしますが、より   (整
理作業中の様子)

快適な図書館にするために必要な期間ですので、ご理解とご協力をお願いいたします。

■「秋田をまなぶ講座シリーズ」 主催 放送大学秋田学習センター 秋田県立図書館

○ 第 3回『 しょつつるで地域を元気に』 講師 :諸井秀樹氏 (諸井醸造所代表)

【開 催 日時】 11月 13日 (土)13:30～ 15:00
【開催場所等】 県立図書館 3階 多目的ホール 定員50名
【内   容】 伝統の味ハタハタしょっつるの復活に取り組んだお話

○ 第4回『詩人と歌の世界 一歌つたり、話したリー』
講師 :佐々木久春氏 (秋 田大学名誉教授)・ 土崎宏人氏 (二期会会員)

ピアノ :千葉多恵子氏
【開 催 日時】 2月 5日 (土)13:30～ 15:00
【開催場所等】 秋田県生涯学習センター講堂 定員 100名
【内   容】 秋田ゆかりの楽由の紹介と歌唱

■文学講座 主催 あきた文学資料館

○「山村暮鳥と湯沢の文芸人」 講師 :菅原敏紀氏 (横手清陵学院高等学校教諭)

【開 催 日時】 10月 30日 (土)13130～ 15:00
【開催場所等】 あきた文学資料館 2階講座室 定員70名
※ 講師は今春、発行された『秋田 ふるさとの文学』の執筆者です。

O「ふるさとに結んだ交流 作家 松田解子さんとの出会いからJ

講師 佐藤征子氏 (荒川鉱山と松田解子文学を伝える会幹事)

【開 催 日時】 11月 6日 (土)13:30～ 15:00
【開催場所等】 あきた文学資料館 2階講座室 定員70名
※ 講師は故松田解子氏と長年にわたり交流を続けられました。

※問い合わせ 。申し込みは、あきた文学資料館までお願いします。
あきた文学資料館 秋田市中通 6丁 目6-10 電話018(884)7760
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